
Ａ．⽂献調査・被害調査
・⼤雪被害では軒折れ、⼩屋組被害が多く、強⾵
被害では屋根葺材の剥離・⾶散、⼩屋組被害が
典型的な被害であることが分かりました（図2）。

・近年、⼈⼝減少に伴う空き家の増加が社会問題
化しており，豪雪地帯では放置され管理されて
いない空き家が⼤雪などにより倒壊する被害が
発⽣しています。

・本研究は、空き家対策に資する知⾒整備のため、
空き家棟数の推計および⼤雪と強⾵に関する被
害関数の構築を⾏い、空き家の⾃然災害危険度
を⾒える化することを⽬的とします (図1)。

本研究の成果は、空き家対策に関する研究および委託業務等における基礎資料として活⽤を図ります。

B．空き家被害に関するアンケート調査
・道内⾃治体の4割で空き家の被害が発⽣しており、
その内訳は強⾵による外装材の⾶散落下が67%、
雪による倒壊が37%となっています（図3）。
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１．⽂献調査・被害調査
・空き家等の被害状況の整理、被害実態を把握する。

２．空き家被害に関するアンケート調査
・空き家による被害の現状等を把握する。

３．危険度評価⼿法の検討
・強⾵および⼤雪など⾃然災害に対する危険度評価の⼿法を構築
する。

図1 研究フロー

４．ＧＩＳによる空き家危険度の⾒える化
・空き家の危険度を地図上にプロットして視覚的に⽰す。

図3 空き家被害に関するアンケート調査結果

C．被害関数の構築と空き家の被害棟数の推計
・被害調査結果に基づき、強⾵および⼤雪による
屋根（屋根葺き材、垂⽊、⼩屋梁）の損傷に着
⽬した被害関数を構築しました。

・被害関数を基に10年に1度の⼤雪が発⽣した場
合における空き家の損傷棟数を推計しました
（図4、図5）。
（研究成果は空き家棟数の推計値と被害関数を基にした推計結
果であることに留意する必要があります。）
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図2 空き家の被害例
軒折れ 屋根葺き材の剥離
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図5 軒垂⽊の損傷棟数の推計結果


